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数
年
振
り
に
冬
ら
し
い
景
色

を
見
せ
て
く
れ
た
季
節
も
過
ぎ
、

例
年
よ
り
遅
れ
気
味
で
は
あ
り

ま
す
が
、
桜
の
開
花
も
聞
こ
え

始
め
ま
し
た
。
予
報
で
は
今
春

の
気
温
は
例
年
よ
り
高
く
、
降

雨
量
は
平
年
並
み
の
見
込
み
で

す
。

　

逼
迫
し
て
い
る
世
界
的
な
穀

物
需
給
は
現
在
も
続
い
て
お
り
、

今
後
さ
ら
な
る
穀
物
の
不
足
に

陥
る
と
の
見
方
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
、
新

た
な
飼
料
作
物
の
作
付
け
を
行

う
方
も
多
い
と
存
じ
ま
す
が
、

作
業
の
安
全
確
保
・
良
質
な
自

給
飼
料
の
生
産
に
お
取
組
み
下

さ
い
。

　

組
合
に
お
い
て
は
「
新
宇
都

宮
支
所
」
が
完
成
間
近
と
な
り
、

四
月
か
ら
稼
動
致
し
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
全
地
域
の
統
合
が
達

成
さ
れ
、
更
な
る
合
理
化
の
基

盤
が
構
築
さ
れ
ま
し
た
。



酪農とちぎ農業協同組合　2008. 3.21●2

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

が
、
ま
ず
未
達
に
つ
い
て
は
過
剰
申
告

を
抑
制
す
る
上
で
次
年
度
基
準
数
量
か

ら
割
当
の
九
七
％
を
下
回
っ
た
数
量
を

削
減
す
る
と
い
う「
数
量
ペ
ナ
ル
テ
ィ
」

を
課
し
ま
し
た
。
ま
た
、
超
過
に
つ
い

て
は
組
合
全
体
が
関
東
割
当
を
超
過
し
、

関
東
か
ら
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
課
せ
ら
れ
た

場
合
と
い
う
条
件
を
付
し
た
上
で
、
不

需
要
期
の
需
給
動
向
の
影
響
が
不
透
明

な
た
め
、
不
需
要
期
割
当
の
一
〇
三
％

を
超
過
し
た
方
が
責
任
を
負
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

生
産
コ
ス
ト
上
昇
に
よ
り
、
生
産
規

模
の
大
小
を
問
わ
ず
、
厳
し
い
酪
農
情

勢
で
は
あ
り
ま
す
が
、
経
営
の
見
直
し

を
図
り
な
が
ら
生
産
基
盤
の
強
化
を
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

申
告
数
量
と
動
態
調
査
を
も
と
に
、

個
人
別
の
乳
量
割
当
を
実
施
さ
せ
て
頂

い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
組
合
と
致
し
ま

し
て
も
需
給
動
向
等
を
適
宜
お
知
ら
せ

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
計

画
生
産
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
度
よ
り
減
産
計
画
と
な

り
、
平
成
十
九
年
度
も
引
き
続
き
の
状

況
で
経
過
し
て
き
ま
し
た
が
、
配
合
飼

料
等
の
高
騰
に
よ
る
酪
農
経
営
へ
の
影

響
は
、
平
成
二
十
年
度
の
生
乳
生
産
に

大
き
く
影
を
落
と
す
の
で
は
な
い
か
と

懸
念
さ
れ
る
所
で
す
。

　

さ
て
、
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

計
画
生
産
の
実
施
要
領
に
つ
い
て
、
乳

量
申
告
を
基
に
現
在
の
酪
農
情
勢
を
踏

ま
え
た
組
合
計
画
生
産
の
基
本
的
な
考

え
を
説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

牛
乳
消
費
が
減
退
基
調
に
あ
る
中
、

飲
用
向
け
乳
価
が
三
円
値
上
げ
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
で
、
更
な
る
飲
用

乳
の
消
費
低
迷
を
招
く
と
の
声
が
あ
る

中
、
一
方
で
は
乳
製
品
向
け
の
生
乳
需

要
が
逼
迫
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
生
乳
需

要
の
構
造
的
な
変
化
の
渦
中
に
た
た
さ

れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
飲

用
乳
消
費
と
乳
製
品
需
要
の
動
向
に
目

が
離
せ
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

組
合
で
は
関
東
の
方
針
に
照
ら
し
て
、

平
成
十
九
年
度
当
初
に
決
定
し
た
個
人

別
基
準
数
量
に
組
合
特
別
枠
を
加
算
し

た
平
成
二
十
年
度
の
新
基
準
数
量
の
九

七
％
を
上
限
数
量
と
し
、
そ
の
範
囲
内

で
の
申
告
を
基
本
的
に
お
願
い
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
過
剰
申
告
が
傾
向
的
に

多
い
た
め
申
告
に
基
づ
く
生
産
予
測
の

ブ
レ
を
抑
制
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
上
限

数
量
を
超
え
て
し
ま
う
方
に
組
合
と
し

て
配
分
で
き
る
数
量
を
最
大
限
見
込
む

こ
と
が
出
来
な
い
か
と
の
判
断
に
よ
る

も
の
で
す
。

　

な
お
、
超
過
未
達
の
取
り
扱
い
で
す
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メ
ー
カ
ー
に
お
い
て
も
四
月
よ
り
三
十

年
ぶ
り
と
な
る
希
望
小
売
価
格
の
値
上

げ
が
あ
り
、
消
費
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
る
の
か
注
意
深
く
見
守
る
必
要

が
あ
り
そ
う
で
す
。
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乳
質
及
び
平
均
単
価

　

乳
質
に
つ
い
て
は
、
脂
肪
分
が
若
干

の
下
降
、
細
胞
数
が
〇
・
六
万
向
上
、

細
菌
数
、
無
脂
固
形
分
は
昨
年
並
み
と

な
り
ま
し
た
。
細
胞
数
は
、
昨
年
も
一

昨
年
よ
り
二
・
八
万
向
上
し
て
お
り
、

細
胞
数
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
が
伺
え

ま
し
た
。
支
所
別
に
比
較
し
ま
す
と
、

脂
肪
分
、
無
脂
固
形
分
は
那
須
高
原
支

所
、
細
胞
は
宇
都
宮
支
所
が
好
成
績
を

収
め
、
細
菌
は
各
支
所
横
並
び
の
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　

加
算
単
価
に
つ
い
て
は
、
十
八
年
四

月
に
生
乳
乳
質
保
全
規
程
の
変
更
に
よ

り
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
、
そ
の
後
は

昨
年
と
比
較
す
る
と
若
干
下
回
っ
て
推

移
し
て
お
り
ま
す
。

飼
養
頭
数

　

二
回
の
動
態
調
査
の
平
均
に
お
い
て

前
年
と
比
較
す
る
と
、
経
産
牛
頭
数
が

お
よ
そ
一
、
〇
〇
〇
頭
減
少
し
て
お
り

ま
す
。
一
方
、
生
乳
生
産
実
績
で
も
触

れ
ま
し
た
が
一
戸
当
り
の
頭
数
は
引
き

続
き
増
え
て
お
り
、
今
年
も
平
均
で
二

頭
超
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

一
頭
当
り
乳
量

　

経
産
牛
一
頭
当
り
の
乳
量
は
表
２
の

よ
う
に
な
り
、
県
南
支
所
が
微
減
と
な

り
ま
し
た
が
昨
年
に
引
き
続
き
全
体
に

上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

総　
　

括

　

平
成
十
八
年
、
十
九
年
の
合
計
表
を

比
較
し
ま
す
と
、
乳
量
が
減
少
し
て
い

る
為
乳
代
も
お
よ
そ
二
・
二
％
下
が
っ

て
い
ま
す
が
、
飼
料
代
は
七
・
四
％
上

昇
し
て
お
り
大
変
な
状
況
で
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
そ
の
様
な
中
、
組
合

員
各
位
の
ご
努
力
と
、
組
合
に
お
い
て

も
奨
励
金
等
で
出
来
る
限
り
の
支
払
を

さ
せ
て
頂
き
、
乳
代
以
外
の
収
入
の
項

目
（
乳
代
追
加
払
い
〜
そ
の
他
収
入
ま

で
の
合
算
）
に
お
い
て
、
合
計
で
昨
年

比
五
七
・
六
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

消
費
低
迷
が
続
く
中
、
計
画
生
産
、

飼
料
高
騰
な
ど
大
変
難
し
い
局
面
が
続

い
て
お
り
ま
す
。
他
の
食
品
に
お
い
て

次
々
に
値
上
げ
が
さ
れ
る
中
で
、
乳
業

生
乳
生
産
実
績

　

平
成
十
九
年
一
月
〜
十
二
月
の
生
乳

生
産
実
績
は
図
１
の
よ
う
な
結
果
で
、

合
計
で
二
一
七
、
四
二
九
ｔ
と
な
り
、

昨
年
よ
り
お
よ
そ
三
、〇
〇
〇
ｔ
減（
一

・
四
％
減
）
で
し
た
。
原
因
と
し
て
出

荷
戸
数
減
に
伴
う
経
産
牛
の
減
、
計
画

生
産
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
表
１
の
出
荷
戸
数
減
（
三
二
戸
、

四
・
九
％
減
）
に
対
し
生
産
実
績
が
そ

れ
ほ
ど
落
ち
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
一

戸
当
り
の
乳
量
は
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
飼
養
管
理
技
術
、
個
体
能
力

の
向
上
に
よ
る
一
頭
当
り
の
乳
量
の
増
、

大
型
化
（
一
戸
当
り
の
経
産
牛
頭
数
の

増
）
が
影
響
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年

こ
の
傾
向
は
続
い
て
お
り
、
今
年
も
継

続
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
図
２
の
日

量
の
推
移
よ
り
、
昨
年
四
月
、
五
月
の

よ
う
な
大
き
な
変
動
は
見
ら
れ
ず
、
皆

様
の
ご
協
力
に
よ
り
計
画
生
産
が
機
能

し
て
い
る
こ
と
が
グ
ラ
フ
か
ら
読
み
取

れ
ま
す
。
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平
成
十
九
年　
　

乳
代
集
計

結
果
に
つ
い
て

増　減平成19年12月平成18年12月表1.出荷戸数

－18378396那須高原支所

－8117125宇 都 宮 支 所

－6126132県 南 支 所

－32621653合　　　計

増　減平成19年平成18年表2.一頭当り乳量

267.08153.67886.6那須高原支所

201.68475.48273.8宇 都 宮 支 所

－19.18113.18132.2県 南 支 所

188.78195.38006.6平　　　均

図１.乳 量 の 推 移

図２.日 量 の 推 移

図３.加算単価の推移
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平
成
二
十
年
二
月
十
四
日
・
十
五
日

の
二
日
間
に
鳥
取
県
大
山
乳
業
農
業
協

同
組
合
か
ら
今
吉
正
登
先
生
を
講
師
に

招
い
て
、
酪
農
経
営
の
安
定
を
図
る
た

め
牛
群
検
定
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
経
営

改
善
指
導
を
目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。

両
日
で
延
べ
百
人
の
現
場
指
導
者
や
検

定
員
、
検
定
農
家
が
集
ま
り
検
定
成
績

に
基
づ
く
農
家
指
導
や
検
定
デ
ー
タ
の

活
用
法
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

一
日
目
は
県
央
家
畜
保
健
衛
生
所
の
研

修
室
で
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
今
吉
先
生

が
鳥
取
県
で
指
導
さ
れ
て
い
る
事
例
を

交
え
な
が
ら
検
定
デ
ー
タ
の
活
用
法
に

つ
い
て
講
義
を
受
け
ま
し
た
。
二
日
目

は
那
須
烏
山
市
の
森
林
牧
場
の
検
定
デ

ー
タ
を
基
に
今
吉
講
師
よ
り
庭
先
で
の

指
導
法
を
実
践
し
て
頂
き
ま
し
た
。
乳

牛
の
栄
養
状
態
や
、
飼
養
管
理
、
牛
舎

の
構
造
、
搾
乳
施
設
ま
で
細
部
に
わ
た

り
入
念
に
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
そ
の
結

果
を
基
に
指
導
さ
れ
て
お
り
、
と
て
も

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
購
入
飼
料
の
高
騰
な
ど
か
ら

酪
農
経
営
は
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て

い
ま
す
。
こ
の
状
況
の
中
で
﹇
低
コ
ス

ト
高
収
益
酪
農
﹈
を
実
現
す
る
た
め
、

牛
群
検
定
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
生
産
管

理
、牛
群
改
良
、機
能
障
害
防
止
に
努
め

利
益
管
理
ま
で
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

牛
群
検
定
の
意
義
を
改
め
て
再
認
識

し
て
、
検
定
情
報
の
有
効
活
用
に
取
り

組
ん
で
行
き
ま
す
。

　

今
回
で
三
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
組
合
購
買
利
用
推
進
女
性
研
修
会
を

去
る
二
月
十
八
日
か
ら
十
九
日
、
鬼
怒

川
温
泉
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
岡
部
に
て

（
参
加
者
二
百
十
五
名
）
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
各
支
所
・

事
業
所
よ
り
バ
ス
に
て
到
着
し
た
の
ち

協
賛
メ
ー
カ
ー
の
展
示
会
を
見
学
し
、

組
合
職
員
・
飼
料
メ
ー
カ
ー
の
推
進
担

当
か
ら
商
品
の
案
内
や
説
明
等
を
受
け

ま
し
た
。

　

夜
の
懇
親
会
で
は
、
前
田
組
合
長
よ

り
組
合
利
用
の
感
謝
と
更
な
る
利
用
の

お
願
い
、
本
研
修
会
の
趣
旨
・
現
状
の

酪
農
情
勢
報
告
等
の
挨
拶
が
あ
り
、
そ

の
後
、
菊
池
副
組
合
長
の
音
頭
に
よ
る

乾
杯
を
「
那
須
だ
い
す
き
牛
乳
」
で
声

高
ら
か
に
行
い
開
宴
し
ま
し
た
。

　

宴
会
は
、
和
気
藹
々
と
続
く
中
、
協

賛
メ
ー
カ
ー
の
担
当
者
に
よ
る
か
く
し

芸
や
大
抽
選
会
を
行
い
、
最
後
に
相
馬

副
組
合
長
の
締
め
の
挨
拶
に
よ
り
盛
会

の
う
ち
に
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

　

購
買
部
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
組
合

員
の
奥
様
方
と
膝
を
交
え
、
笑
顔
に
接

す
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら

に
安
全
・
安
心
な
生
産
資
材
の
供
給
推

進
に
努
力
し
て
ゆ
く
こ
と
を
再
認
識
し

た
研
修
会
で
し
た
。
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那
須
高
原
支
所

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

一
月
二
十
五
日
、
那
須
塩
原
市
い
き

い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
て
、
組
合

員
他
七
十
二
名
の
参
加
を
得
て
、
那
須

・
黒
磯
・
塩
原
西
那
須
野
・
大
田
原
の

四
地
域
に
よ
る
合
同
研
修
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
講
師
に
は
森
永
乳
業
㈱
酪

農
部
長
の
東
倉
健
人
氏
を
招
き
、「
生
乳

生
産
と
販
売
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
生

乳
及
び
乳
製
品
需
給
や
海
外
の
状
況
、

更
に
乳
価
関
連
に
つ
い
て
講
演
を
頂
き

ま
し
た
。
厳
し
い
情
勢
の
中
、
対
応
策

と
し
て
は
、
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
最
小
限

に
す
る
事
を
考
え
、
出
来
る
限
り
自
給

飼
料
を
作
る
、
産
次
数
を
伸
ば
す
、
需

要
期
生
産
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
衛
生
管
理

を
徹
底
す
る
等
、
出
来
る
事
（
出
来
そ

う
な
事
）
を
行
う

事
が
大
切
で
あ
る

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

出
席
者
か
ら
は
活

発
な
質
問
や
意
見

等
も
あ
り
、
有
意

義
な
研
修
会
と
な

り
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

二
月
八
日
、
黒
磯
ボ
ウ
ル
及
び
サ
ウ

ン
ド
ボ
ウ
ル
の
二
会
場
に
て
、
支
所
活

動
推
進
協
議
会
（
渡
辺
信
一
会
長
）
主

催
に
よ
る
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ

れ
、
百
八
十
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
場
内
か
ら
は
「
ナ
イ
ス
ス
ト
ラ
イ

ク
！
」「
は
ず
れ
た
ぁ
」
等
、
一
喜
一
憂

の
声
が
飛
び
交
い
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
二
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

競
技
終
了
後
は
、
榊
原
会
館
に
て
表
彰

及
び
懇
親
会
を
行
い
、
組
合
員
相
互
の

親
睦
が
深
め
ら
れ
た
と
共
に
、
明
日
へ

の
活
力
に
繋
が
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

宇
都
宮
支
所

�
�
�
�
�
�
�
	�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

　

二
月
十
五
日
、
那
須
烏
山
市
酪
農
組

合
（
中
山
茂
廣
組
合
長
）・
女
性
会
那
須

南
支
部
（
森
和
子
支
部
長
）
の
共
催
に

よ
り
、関
東
生
乳
販
連
と
森
永
乳
業（
エ

ム
ズ
キ
ッ
チ
ン
）

の
協
力
の
も
と
料

理
教
室
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
会
場

の
那
須
烏
山
市
保

険
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
総
勢
四
十
三
人

が
カ
ラ
フ
ル
な
エ

プ
ロ
ン
姿
で
集
い
、
春
の
雰
囲
気
が
漂

う
中
で
「
牛
乳
を
食
べ
る
」
を
テ
ー
マ

に
、「
か
ん
た
ん
」「
お
し
ゃ
れ
」「
お
い
し

い
」
が
モ
ッ
ト
ー
の
栄
養
士
、
村
井
ひ

で
子
先
生
の
料
理
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

レ
シ
ピ
を
元
に
ソ
ー
セ
ー
ジ
と
野
菜
の

ト
マ
ト
煮
込
み
・
ダ
ブ
ル
ポ
テ
ト
サ
ラ

ダ
・
ア
ロ
エ
ヨ
ー
グ
ル
ト
添
え
の
デ
ザ

ー
ト
な
ど
、「
飲
む
牛
乳
か
ら
食
べ
る
牛

乳
料
理
」
に
約
一
時
間
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

森
永
乳
業
関
越
支
店
お
客
さ
ま
相
談
室

長
飯
島
賢
悟
氏
と
村
井
先
生
の
講
話
に

耳
を
傾
け
な
が
ら
、
出
来
上
が
っ
た
牛

乳
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　

中
山
茂
廣
組
合
長
は
主
催
者
挨
拶
の

中
で
「
今
、
飲
用
乳
の
消
費
が
低
迷
し

て
い
る
。牛
乳
、乳
製
品
の
よ
さ
を
知
っ

て
も
ら
い
、
飲
む
だ
け
で
な
く
食
べ
る

牛
乳
と
し
て
も
ア
ピ
ー
ル
し
消
費
の
拡

大
を
図
っ
て
行
き
た
い
。
参
加
者
の
皆

様
に
は
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て

今
日
の
料
理
を
広
め
て
い
っ
て
欲
し

い
。」
と
語
り
、
女
性
会
も
共
感
し
充
実

し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

県
南
支
所

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

　

去
る
一
月
十
八
日
、
県
南
支
所
会
議

室
に
お
い
て
、『
ま
だ
、
ま
だ
酪
農
で
生

き
て
い
く
為
に
！
』
と
題
し
た
研
修
会

を
診
療
課
の
吉
成
獣
医
を
講
師
に
迎
え
、

組
合
員
四
十
五
名
の
参
加
を
得
て
開
催

し
ま
し
た
。

　

講
演
の
内
容
は
、
酪
農
と
ち
ぎ
の
診

療
事
業
で
あ
る
繁
殖
検
診
・
乳
房
炎
防

除
・
受
精
卵
移
植
、
そ
し
て
周
産
期
病

に
つ
い
て
の
説
明
を
含
め
、
今
日
の
情

勢
で
如
何
に
し
て
ロ
ス
を
省
き
、
効
率

よ
く
生
乳
を
生
産
す
る
か
に
つ
い
て
の

講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
の
最
初
に
は
、
診
療
課
職
員
に

よ
る
『
理
想
の
搾
乳
』
と
題
し
た
、
前

搾
り
・
乳
頭
清
拭
法
・
ミ
ル
カ
ー
の
装
着

時
間
等
、
搾
乳
に
お
け
る
要
点
を
盛
り

込
ん
だ
コ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
続
い
て
業

務
多
忙
の
中
で
駆
け
つ
け
て
下
さ
っ
た
、

栃
木
県
県
央
家
畜
保
健
衛
生
所
職
員
の

田
中
香
代
氏
と
職
員
に
よ
る
「
カ
ス
タ

マ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
（
お
客
様
相
談
室
）

に
よ
う
こ
そ
」
と
題
し
た
、
子
牛
の
衛

生
管
理
に
関
す
る
講
演
が
コ
ン
ト
を
交

え
、
分
か
り
や
す
く
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

終
始
笑
い
が
絶
え
ず
、
時
に
は
う
な

ず
き
な
が
ら
研
修
会
は
大
盛
況
の
う
ち

に
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。
今
回
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た

組
合
員
の
笑
い
が
、

楽
農
に
繋
が
る
一

助
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

�

�

�

�

����

����

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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生
乳
販
売
課

生
乳
生
産
量
一
月
度

　
　

前
年
比
一
〇
〇
・
三
％

　

一
月
度
の
生
乳
生
産
量
は
一
八
、
五

一
四
ト
ン
（
前
年
比
一
〇
〇
・
三
％
）

の
生
乳
生
産
量
で
累
計
で
は
前
年
比
九

八
・
〇
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

支
所
別
生
乳
生
産
量
を
み
る
と
、
那

須
高
原
支
所
に
お
い
て
は
前
年
比
九
九

・
六
％
、
宇
都
宮
支
所
一
〇
〇
・
九
％
、

県
南
支
所
一
〇
一
・
七
％
の
実
績
と
な

り
ま
し
た
。

　

関
東
に
お
い
て
は
前
年
比
九
七
・
八

％
で
累
計
で
は
九
六
・
六
％
と
な
り
ま

し
た
。

　

関
東
の
特
定
乳
製
品
向
け
に
つ
い
て

は
一
一
・
九
一
％
（
前
年
一
一
・
四
七

％
）
と
前
年
よ
り
加
工
率
は
増
加
し
ま

し
た
。
飲
用
牛
乳
向
け
は
三
・
八
％
の

減
ま
た
、
累
計
に
お
い
て
も
四
・
四
％

の
減
と
飲
用
需
要
の
低
迷
が
続
い
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
は
っ
酵
乳
向
け
に
つ

い
て
は
前
年
比
一
〇
五
・
七
％
（
累
計

一
〇
二
・
五
％
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

全
国
の
生
乳
生
産
量
に
つ
い
て
は
前

�
�
�
���

年
比
一
〇
〇
・
〇
％
、
累
計
実
績
で
は

九
八
・
九
％
と
な
り
、
飲
用
牛
乳
向
け

は
前
年
比
九
六
・
八
％
、
累
計
で
は
九

六
・
五
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

組
合
に
お
け
る
乳
質
成
績
は
、
脂
肪

率
が
三
・
九
三
％
、
無
脂
固
形
分
率
は

八
・
八
六
％
と
な
り
ま
し
た
。
細
胞
数

に
つ
い
て
は
二
〇
・
八
万
と
な
り
ま
し

た
。

　

一
月
迄
の
乳
量
及
び
乳
質
成
績
は
下

記
の
と
お
り
で
す
。

平
成
二
十
年
度
の

　

乳
質
検
査
体
制
の
変
更
に
つ
い
て

　

当
組
合
の
定
期
検
査
及
び
牛
群
検
定

の
検
査
は
、「
関
東
生
乳
販
連
生
乳
検
査

所
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
平
成
二
十
年
四

月
に
同
調
し
、
定
期
検
査
等
を
「
関
東

生
乳
販
連
生
乳
検
査
所
」
に
移
管
致
し

ま
す
。
検
査
基
準
等
の
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
採
取
日
の
翌
日
が
検
査
日
と

な
る
な
ど
、
変
更
に
な
る
部
分
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

　

定
期
検
査
に
つ
い
て

　

定
期
検
査
の
サ
ン
プ
ル
は
、
今
迄
通

り
集
乳
車
で
採
取
し
ま
す
が
、
宅
配
業

者
の
時
間
指
定
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、

広
域
検
査
所
へ
翌
日
朝
（
広
域
検
査
所

へ
の
検
査
依
頼
は
、
会
員
の
公
平
を
図

る
た
め
、
採
取
日
の
翌
日
に
検
査
を
行
� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

�　乳量の推移�　脂肪率の推移

�　体細胞数の推移 �　無脂乳固形分率の推移



酪農とちぎ農業協同組合　2008. 3.21●7

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

い
ま
す
）
届
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、

検
査
結
果
は
サ
ン
プ
ル
採
取
の
翌
日
判

明
す
る
こ
と
に
な
り
、
通
知
が
今
迄
よ

り
一
日
遅
く
な
り
ま
す
。
万
が
一
、
受

入
基
準
に
満
た
な
い
場
合
は
、
従
来
通

り
速
や
か
に
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
等
で

ご
報
告
致
し
ま
す
。
ま
た
、
再
検
査
は
、

検
査
日
を
採
取
日
の
翌
日
に
設
定
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
不
合
格
乳
の
通
知
し

た
日
の
翌
日
（
サ
ン
プ
ル
採
取
の
翌
々

日
）
に
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
サ
ン
プ

ル
採
取
の
翌
朝
は
不
合
格
乳
の
判
定
前

で
、
既
に
搾
乳
等
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
不
合
格
等
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
か
ら

除
外
さ
れ
る
こ
と
が
必
然
と
な
る
か
ら

で
す
。

　

採
取
し
た
サ
ン
プ
ル
の
検
査
が
翌
日

に
な
る
な
ど
の
変
更
が
あ
り
ま
す
が
、

他
の
部
分
に
つ
い
て
は
今
迄
通
り
に
実

施
致
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
二
十
年
度

中
の
乳
質
格
差
基
準
、
不
合
格
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

依
頼
検
査
に
つ
い
て

　

依
頼
検
査
に
つ
い
て
は
、
何
ら
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
今
迄
同
様
の
体

制
で
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

【
依
頼
検
査
の
検
査
場
所
】

那
須
高
原
支
所
管
内
：

　
　
　
　

那
須
高
原
Ｃ
Ｓ
検
査
室

宇
都
宮
支
所
・
県
南
支
所
管
内
：

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

※上記金額にはＥＴ妊牛価格を含みます。

２月ホクレン初妊牛市場成績
〔単位：円（税込）〕平成20年３月

平　 均最　 低最　 高平均体重成立頭数種　 別市場名

２３,８７５１１０４２,０００６１１６２ホルス雄

五
日

西
那
須
野

９４,０１８８,７２０１４１,７５０５６１０８Ｆ１雄

５３,５７６３１,５００９８,７００５３１２３Ｆ１雌

２６,６７０１５,７５０３２,５５０８３５ホルス雄

七
日

館　

林
１１６,８３７５３,５５０１６５,９００９０２２Ｆ１雄

７９,６８８４９,３５０１１８,６５０８３２８Ｆ１雌

家 畜 市 場 成 績
〔単位：頭，千円（税込）〕

551以
上

501　
～550

451　
～500

401　
～450

～400
平均
価格

成立
頭数

開催日市場名

5410115980384874322月 7日十　　勝
3422283460602月 8日南北海道
211781173735003562月14日豊　　富
196417470214753482月19日釧　　路
3712815961204944052月20日北　　見
5411016273234964222月21日十　　勝
1197194141224684652月22日根　　室

1996829874901304862,488合　　計
2283978676372454742,374前　　月
2355931,0585822734782,741前年同月

　
　
　
　

関
東
生
乳
販
連
生
乳
検
査
所

＊
電
話
番
号
の
変
更
も
あ
り
ま
せ
ん

　

関
東
統
一
乳
質
基
準
等
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
一
年
度
か
ら
、
関
東
統
一

の
乳
質
基
準
・
乳
価
テ
ー
ブ
ル
が
開
始

さ
れ
ま
す
。
関
東
統
一
に
伴
う
変
更
点

に
つ
い
て
は
、
決
定
次
第
ご
連
絡
致
し

ま
す
の
で
、
ご
理
解
頂
き
ま
す
様
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

酪
農
部

　

栃
木
県
酪
農
発
表
会

　

栃
木
県
酪
農
協
会
主
催
に
よ
る
、
第

三
十
三
回
栃
木
県
酪
農
発
表
会
が
、
去

る
二
月
十
二
日�
宇
都
宮
市
駒
生
町

「
コ
ン
セ
ー
レ
」に
お
い
て
、
県
内
よ
り

約
百
五
十
名
の
酪
友
や
関
係
機
関
の
皆

様
の
参
加
を
頂
き
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
酪
農
に
携
わ
る
方
が
発

表
で
き
る
自
由
発
表
部
門
を
設
け
、
県

内
各
酪
農
協
よ

り
推
薦
さ
れ
た

優
秀
な
酪
農
家

や
酪
農
関
係
者

六
名
の
方
々
の

経
営
成
果
や
地

域
で
の
仲
間
と

の
活
動
状
況
、

酪
農
へ
の
思
い

等
に
つ
い
て
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

飼
料
価
格
の
高
騰
な
ど
で
我
慢
を
強

い
ら
れ
る
厳
し
い
酪
農
情
勢
で
あ
り
ま

す
が
、
酪
友
の
発
表
に
よ
っ
て
元
気
づ

け
ら
れ
、
ま
た
閉
会
時
に
は
、
こ
の
酪

農
情
勢
を
乗
り
切
ろ
う
と
拳
を
突
き
上

げ
「
頑
張
ろ
う
コ
ー
ル
」
を
声
高
ら
か

に
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
明
日
か
ら
の
酪

農
経
営
の
励
み
と
な
る
発
表
会
に
な
り

ま
し
た
。

　

来
た
る
三
月
二
十
七
日
〜
二
十
八
日

の
二
日
間
、
日
光
市
で
関
東
甲
信
越
酪

農
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
つ
き
ま

し
て
は
、
酪
農
家
の
皆
様
の
研
鑚
の
場

と
し
て
多
く
の
酪
友
の
参
加
と
本
県
代

表
者
の
応
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�
第
三
十
三
回
栃
木
県
酪
農
発
表
会
結
果

【
経
営
発
表
部
門
】

　
最
優
秀
賞　　
黒
内　
智
治（
高
根
沢
町
）

　　　　　　　　　　　
関
東
甲
信
越
大
会
出
場

【
意
見
体
験
発
表
部
門
】

　
優 
秀 
賞　　
熊
倉　
義
雄（
那
須
塩
原
市
）

　　　　　　　　　　　
関
東
甲
信
越
大
会
出
場

　
優 
秀 
賞　　
小
針　
成
代（
那
須
塩
原
市
）

　
優 
秀 
賞　　
増
山　
勝
浩（
真
岡
市
）

　
優 
秀 
賞　　
自
由
学
園
那
須
農
場

　　　　　　　　　　　
山
口　　　
曜（
那
須
塩
原
市
）

【
自
由
発
表
部
門
】

　
優 
秀 
賞　　
松
本　
裕
功（
宇
都
宮
市
）
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価
に
つ
い
て

　

�七
�
　

牛
群
検
定
事
業
の
サ
ン
プ
ル
検

査
料
に
つ
い
て

そ
の
他

　

�一
 
　

酪
農
と
ち
ぎ
生
乳
検
査
体
制
に

つ
い
て

二
月
度
理
事
会

報
告
事
項

　

�一
 
　

資
金
貸
付
に
つ
い
て

　

�二
 
　

二
月
分
生
産
者
支
払
乳
価
に
つ
い
て

　

�三
 
　

宇
都
宮
支
所
事
務
用
品
購
入
契

約
に
つ
い
て

協
議
事
項

　

�一
 
　

近
代
化
資
金
貸
付
に
つ
い
て

　

�二
 
　

一
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

　

�三
 
　

酪
農
基
盤
強
化
支
援
特
別
対
策

の
実
施
に
つ
い
て

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

　

恒
例
の
酪
農
ま
つ
り
が
、
平
成
二
十

年
四
月
十
二
日
（
雨
天
順
延
）
開
催
さ

れ
ま
す
。
盛
り
沢
山
の
催
物
を
準
備
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
家
族
そ
ろ
っ
て

ご
来
場
下
さ
い
。 

�
�
�
�
�
�
�

　

今
回
の
活
動
報
告
は
、
宇
河
今
市
支

部
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

　

私
た
ち
宇
河
今
市
支
部
は
、
女
性
会
の

中
で
二
十
名
と
い
う
小
人
数
で
は
あ
り
ま

す
が
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
・

協
力
を
行
い
、牛
乳
消
費
拡
大
・
楽
し
い

酪
農
・
そ
し
て
ワ
ン
ダ
フ
ル
女
性
を
目
指
し
、

持
ち
前
の
元
気
と
明
る
さ
で
研
修
会
や
牛

乳
消
費
拡
大
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
六
月
に
は
、
会
員
の
交
流
を
深
め

る
た
め
、
支
部
員
の
植
木
政
子
さ
ん
の
ご

指
導
の
も
と
、
小
梅
の
カ
リ
カ
リ
漬
け
講

習
会
、
二
月
に
会
員
の
日
程
を
調
整
し
、

二
泊
三
日
の
日
程
で
沖
縄
研
修
を
行
い
、

乳
製
品
等
消
費
拡
大
の
ヒ
ン
ト
と
な
れ
ば

と「
お
っ
ぱ
乳
業
」の
販
売
先
等
を
視
察
し
、

販
売
体
制
の
研
修
等
を
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
の
牛
乳
の
消
費
拡
大
は
、
飲
ん
で

美
味
し
い
牛
乳
は
勿
論
の
こ
と
で
す
が
、
食

す
る
牛
乳
と
し
て
も
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
て

行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
回
は
牛

乳
で
作
る
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
を
紹
介
致
し
ま

す
。初
乳
を
利
用
し
ま
す
と
、出
来
る
ホ
ー

ム
チ
ー
ズ
量
も
増
し
美
味
し
い
チ
ー
ズ
ケ
ー

キ
に
な
り
ま
す
の
で
、是
非
お
試
し
下
さ
い
。
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一
月
度
理
事
会

報
告
事
項

　

�一
 
　

資
金
貸
付
に
つ
い
て

　

�二
 
　

一
月
分
生
産
者
支
払
乳
価
に
つ
い
て

協
議
事
項

　

�一
 
　

十
二
月
度
及
び
第
三
四
半
期
事

業
実
績
に
つ
い
て

二
月
臨
時
理
事
会

報
告
事
項

　

�一
 
　

ふ
れ
あ
い
牧
場
整
備
工
事
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て

協
議
事
項

　

�一
 
　

平
成
十
九
年
度
組
合
特
別
枠

（
有
償
）単
価
見
直
し
に
つ
い
て

　

�二
 
　

緊
急
生
乳
計
画
生
産
対
策
の
実

施
に
つ
い
て

　

�三
 
　

平
成
二
十
年
度
生
乳
計
画
生
産

実
施
要
領
及
び
上
限
数
量
の
設
定

に
つ
い
て

　

�四
 
　

乳
質
共
励
会
実
施
規
程
に
つ
い
て

　
�
五
�
　

生
乳
出
荷
奨
励
実
施
要
領
に
つ
い
て

　
�
六
�
　

平
成
二
十
年
度
生
産
者
支
払
乳

　

今
後
も
引
き
続
き
厳
し
い
酪
農
情
勢

が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
女
性
会
員
と
し

て
と
も
に
協
力
し
合
い
乗
り
越
え
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�
�
�
��
�
�
	
�


�
�
�

　

鍋
に
牛
乳
３�
（
初
乳
は
２�
で
充

分
）を
入
れ
七
〇
℃
に
温
め
る
。
火
を
止

め
、
酢
一
〇
〇
㏄
を
ゆ
っ
く
り
加
え
な
が

ら
軽
く
か
き
混
ぜ
放
置
す
る
と
、
五
分
程

で
粒
々
（
ホ
ー
ム
チ
ー
ズ
＝
カ
ッ
テ
ー
ジ
チ
ー

ズ
）が
出
来
ま
す
。分
離
を
確
認
後
、布
巾

で
濾
し
自
然
に
水
分
が
落
ち
る
の
を
待
ち

ま
す
。次
に
ボ
ウ
ル
に
水
を
満
た
し
、
布
巾

の
ま
ま
軽
く
す
す
い
で
酢
を
落
と
し
て
か

ら
絞
り（
強
く
絞
り
過
ぎ
る
と
パ
サ
パ
サ
に

な
る
の
で
注
意
）ま
す
。次
に
パ
イ
皿
に
パ
イ

生
地
を
作
り
、ホ
ー
ム
チ
ー
ズ
二
〇
〇
ｇ
・
卵

（
二
個
）・
生
ク
リ
ー
ム
一
〇
〇
㏄
・
砂
糖
八

〇
ｇ
を
、
ミ
キ
サ
ー
で
二
回
に
分
け
て
ク
リ

ー
ム
状（
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
）に
し
ま
す
。こ

れ
を
ス
プ
ー
ン
等

で
パ
イ
生
地
に

九
分
目
ま
で
流

し
、加
熱
し
た
オ

ー
ブ
ン
・
一
八

〇
度
で
三
十
分

程
度
焼
き
ま
す
。
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��
��
��
��
��


